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〔　要　　約　〕
　本稿は、幼児教育を学ぶ学生が介護に対してどのような認識を持っているのかを探った。平成29年度
より、介護福祉士は全員が国家試験を受け合格することによって資格取得が出来るように変わる。介護
福祉士養成ルートでは、より高度な介護福祉士になるための専門的な知識・技術習得のための機関であ
る必要性が浮かびあがってきた。また、アンケート調査により、介護福祉士養成校に進学したいが、親
の反対や経済状況により断念していく学生も見受けられた。介護福祉士養成校の今後の在り方と、人材
確保のためのネガティブなイメージを早急に払拭し、根本的に具体性のある介護福祉士の確保に努めな
ければならないと考えられた。
Ⅰ．はじめに
本学は、幼児教育、介護を学ぶ教育機関である。短
期大学で保育士資格、幼稚園教諭二種免許等の資格を
取得後、保育士資格を養成校で取得した者に対しては、
介護福祉士資格を１年課程の養成する専攻科福祉専攻
（以下専攻科という）を、平成２年度に創設した。
しかし、資格取得方法の法改正に伴い、これまで養
成課程を修了後は、登録することにより介護福祉士資
格を取得することができていたが、平成29年度養成校
修了者は介護福祉士国家試験受験資格を得ることにな
る。
この専攻科も、２年前までは定員を満たしていたが、
ここ数年介護を志す学生が減少し、定員を満たすこと
が難しい状況が続いている。少子高齢化と叫ばれ、実
際介護の現場では介護職の不足による様々な問題があ
る。人員不足は介護に限ったことではないが、社会的
にも、そして本学でも介護離れが進んできている。
前記したとおり本学は幼児教育科、単科の大学であ
り、幼児教育科のカリキュラムに福祉を学ぶことによ
り視野が広がることを目的として、介護・福祉を学べ
るコース制（幼児教育コース・福祉コース）を取り入
れ特色を持たせたカリキュラムを構成している。
そこで、それら幼児教育科の学生が、「介護」につ
いてどのような認識を持っているのかアンケート調査
を行った。
Ⅱ．介護福祉士養成教育の現状
現在、介護福祉士養成施設数・学科数・定員数
は減少が続き、入学者数はピーク時の約２万人から
約１万人へと半減している。平成26年度の介護福
祉士養成施設の定員充足率は、47．0％と５割を下回
り、離職者職業訓練制度による入学者を上乗せしても、 
57．6％と６割を満たない状況となっている。
このような状況の中、介護福祉士登録者全体に占め
る介護福祉士養成施設卒業生の比率は平成13年度末の
46.1％（登録者全体273,805名、介護福祉士養成施設卒
業生126,271名）から、平成25年度末には26.2％（登録
者全体1,196,058名、養成施設卒業生313,436名）と減
少している。平成25年度単年度でみると、介護福祉士
登録者（99,852名）に占める養成施設卒業生（12,658
名）の比率は12.7％と１割台であり、養成施設卒業生
の比率は今後ますます低くなっていくことが予想され
る。１）
低さの原因は様々あると思われるが、今回、幼児教
育を志し、なおかつ「介護」の道を選択する本学学生
の認識はどのようなものか。また、なぜ定員減少につ
ながっているのか考えていく。
Ⅲ．研究方法
１．調査対象
　本学、羽陽学園短期大学幼児教育科２年次学生102
名、１年次学生107名を対象とした。
２．実施時期・調査方法・倫理的配慮
　１年次　平成28年７月21日・25日に実施した。
　２年次　平成28年７月26日に実施した。
　この時、それぞれ研究の目的、内容等を伝え、同時
に倫理的配慮として、本研究の目的と方法の説明と共
に、研究への自由参加やこの調査により個人の特定は
羽陽学園短期大学紀要　第10巻　第３号（通巻37号）2017年２月
Bull. of  Uyo  Gakuen College, Vol.10,  No.3, February 2017 93
－　　－376
松田　水月
せず、研究目的以外には使用しないことを説明し同意
を得た。
３．分析方法
　SPSS・Excel統計ソフトを用い集計、分析を行った。
Ⅳ．調査・分析
１．仮説
　この調査をするにあたり、次の仮説を立てた。
仮説１、祖父母と同居している学生は、高齢者との関
わりも多いため福祉コースを選択するものが
多く、専攻科進学を考えているのではないか。
仮説２、 高齢者との関わりにより、介護に対する関心
度にも違いが出てくるのではないか。
仮説３、本学への入学時点で、専攻科を知っている学
生ほど専攻科に進学を希望しているのではな
いか。また、進路を「介護」を目指して働き
たくても、親に反対され金銭面で専攻科を断
念する学生がいるのではないか。
２．研究結果
　本研究において得られた結果の統計処理にあたって
は、５％水準をもって有意差があるとみなした。
　アンケート内容は以下のように１年次学生、２年次
学生同様のものとした。ただし、問２に関して、１年
次は、コース選択がまだ決定ではない部分等を考慮し
た内容にした。
　また、各質問項目部分に、分析解釈しやすいよう、
記号（問６の１項目目は6a等）付けを行った。
アンケート内容
１、性別を教えてください。
　　１、男性　　　２、女性
２、選択コースを教えてください。（１年次は選択し
ようとしているコースを教えてくださいの問いに
した。）
　　１、幼児教育コース　　２、福祉コース
３、祖父又は祖母と同居していますか。
　　１、している　　２、していない
４、入学時、本学に専攻科福祉専攻があり、介護福祉
士の資格が取れることを知っていましたか。
　　１、知っていた　　２、知らなかった
　　３、専攻科も視野に入れて入学した
５、現時点で、希望する卒業後の進路についてあては
まる番号を選び、○をつけてください。
　　１、保育園施設等（幼稚園・認定こども園等）
　　２、福祉施設（学童・児童養護・障害者等）
　　３、老人施設等　　４、進学
　　５、進学するか迷っている
　　６、その他（　　　　　）　　７、未定
６、５の設問で１・２・３・６を選んだ方にお聞きし
ます。
　　なぜ、進学を選ばなかったのですか。一つ選んで
ください。
　　6a	 １、保育士か、幼稚園教諭になることが最終
目的だったため。
　　6b	 ２、介護には全く興味がなかった。
　　6c	 ３、もう１年勉強するのは嫌だ。
　　6d	 ４、早く働きたいため。
　　6e	 ５、勤務は大変、給料は安い、汚いといった
イメージが強く介護は好きになれない。
　　6f	 ６、親等近親者に反対された。
　　6g	 ７、進学したいが金銭的に無理だった。
　　6h	 ８、その他（　　　　　　　　　　　　　）
７、５の設問で４を選んだ方にお聞きします。
　　なぜ、進学を希望しているのですか。一つ選んで
ください。
　　7a	 １、１年で介護福祉士国家試験受験資格が取
れるから。
　　7b	 ２、介護に興味があったから。
　　7c	 ３、入学した当初から、専攻科に入学すると
決めていたから。
　　7d	 ４、子どもより高齢者に興味がある、又は、
あっていると思ったから。
　　7e	 ５、まだ、就職したくないから。
　　7f	 ６、将来、様々な資格を活かして働けると
思ったから。
　　7g	 ７、幼児教育科での講義・実習で、介護にも
興味を持ち進学したいと思った。
　　7h	 ８、教員の勧めで進学しようと思ったから。
　　7i	 ９、その他（　　　　　　　　　　　　　）
８、５の設問で５を選んだ方にお聞きします。
　　なぜ、進学を迷っているのですか。一つ選んでく
ださい。
　　8a	 １、保育や幼稚園の求人が多くあり早く決め
たい思いもある。
　　8b	 ２、希望する保育園、幼稚園の求人が出てい
た。
　　8c	 ３、実習中希望する施設から誘いを受けた。
　　8d	 ４、自分は専攻科を希望しているが、親が反
対している。（親は保育士・幼稚園教諭
を勧めている）
　　8e	 ５、自分は専攻科へは行きたくないが、親が
進学を勧めている。
　　8f	 ６、金銭面の不安がある。
　　8g	 ７、その他（　　　　　　　　　　　　　）
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９、幼児教育科で学び卒業することにより、専攻科生
活や介護福祉士としてメリットと思われることは
どのようなことだと思いますか。（自由記載）
10、今後、介護職を目指す人が多くなるためにはどの
ような対策が必要だと考えますか。（自由記載）
11、どのような条件・仕事だと介護福祉士になりたい
とあなたは考えますか。具体的に記入してくださ
い。（自由記載）
　アンケートの回答について、上記仮説の考察を進め
るために、
（0）学年（１年次・２年次）を基準として
（1）性別
（2）幼児教育コースか福祉コース
（3）祖父母との同居の有無
（4）本学に専攻科があり介護福祉士の資格取得ができ
ることを知っていたか
（5）卒後希望進路　　
の項目を基礎として、学年ごとχ２検定で分析を行っ
た。
　分析結果をFIGURE１からFIGURE14に示す。
　FIGURE１からFIGURE５は基礎項目の対象学生の
分布である。
３．基礎調査項目の分析
　FIGURE３より、本学の学生の祖父母同居率は、同
比であることがわかる。また、FIGURE４より、専
攻科を視野に入れて入学する者もいる一方、知らな
かった者も11名（5.8％）見受けられた。進路希望に
あたっては、保育施設希望が多い中、進学するか迷っ
ている者も24名（12.6％）見受けられる。FIGURE５
では、やはり保育施設への進路を希望する者は多いが、
「進学」や「進学するか迷っている」者もそれぞれ24
名（12.6％）が見受けられた。
　次に、基本となる各質問と、学年と問６・問７・問
８についての関連性について分析・考察した。
FIGURE１　性別分布
FIGURE２　選択コース
FIGURE３　祖父母同居
FIGURE４　専攻科周知度
FIGURE５　希望進路
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４．「学年」と「進学を選ばなかった理由」に関する
分析・考察
＊6aχ２=3.752, df=1,0.037＜.05
＊6c χ２=4.098, df=1,0.040＜.05
＊＊6d χ２=6.438, df=1,0.008＜.01
FIGURE６・７ついて、問６「進学を選ばなかった
理由」に関して、全体の集計をFIGURE６、学年別は
FIGURE７に示した。
問６について、問６質問項目6a～6hとの関連性に
ついて確認されたのは「学年」と、質問項目6a「保育
士か、幼稚園教諭になることが最終目的だったため」、
6c「もう１年勉強するのは嫌だ」、6f「親など近親者
に反対された」であった。
いずれも２年次に関連があり、来年４月の就職を見
据えての結果であると推測できる。また、授業、実習
等において介護や福祉の学習はしたが、本学には希望
して保育士、幼稚園教諭免許を取得し、その資格を持
ち希望する場所で早く働きたい、親としても早く就職
させたいという思いも推測できる。
「学年」と「性別選択」の関連性について分析した
結果、有意差はみられなかった。
「学年」と「コース選択」の関連性について、6b
「介護には全く興味がなかった」（χ２＝17.081, df=2, 
p＜.01）、6e「勤務は大変、給料は安い、汚いといっ
たイメージが強く介護は好きになれない」（χ２＝
16.093, df=2, p＜.01）、6g「進学したいが金銭的に無理
だった」（χ２＝68.815, df=5, p＜.01）の結果が、２年
次の幼児教育コース選択の学生と福祉コース選択の学
生間に有意差がみられた。
問６でのその他への、自由回答に２年次の回答に
「もともと資格を持っているから進学する必要がな
い」、「自分に頭がないから」、１年次の回答には「公
務員になりたい」、「児童養護施設の保育士が夢だか
ら」、「進学もしてみたいけど迷っている」、「悩んでは
いるが金銭的に無理」、が記されていた。
これらの結果から、経済的に進学をあきらめている
学生がいることがわかった。
学生は「福祉」とは何かまだ理解が不十分である。
実際保育は福祉に含まれているにもかかわらず、現在
学習の途中であり、介護に興味があるとはいえず、ま
してや介護についての理解が十分であるとはいえない。
質問の回答にあったように、介護について、ネガティ
ブなイメージが先行した結果であるとも推測される。
「学年」と「祖父母との同居の有無」と、「学年と
専攻科での資格取得の周知」の関連性については、す
べての項目を分析したが有意差はみられなかった。
同様、「学年」と「専攻科での資格取得の周知」の
関連性については、すべての項目を分析したが有意差
はみられなかった。
「学年」と「卒後希望進路」の関連性について、質
問項目6a「保育士か幼稚園教諭になることが最終目的
だったため」に関して以下の項目に有意差がみられ
た。１年次（χ２＝68.815, df=5, p＜.01）、２年次（χ
２=6.578, df=1, p.＜.01）。質問項目6d「早く働きたい
ため」に関して１年次学生に有意差がみられた（χ２
=13.361, df=5, p.＜.01）質問項目6g「進学したいが金
銭的に無理だった」に関して２年次学生に有意差がみ
られた（χ２=20.685, df=6, p＜.01）。
保育職を目指し入学してきた学生であり、特に１年
次は強いあこがれを持っていると推測されるため「早
く働きたいため」という答えは当然の結果であろう。
また、２年次になると、知識や実習経験により福祉に
ついて、より深く理解できているものと推測される。
よって、質問項目6gについて、関心があり進学を希
望しているが経済的理由により断念せざるを得ない結
果となったのではないか。
FIGURE６　進学を選ばなかった理由（全体）
FIGURE７　進学を選ばなかった理由（学年別） 
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５．学年と「進学を希望している」内容に関する
　分析・考察
FIGURE８・９ついて、問７、問５の設問で質問項
目４を選んだ学生への質問である。
質問項目７「進学を希望している理由」について上
記（0）～（5）まで、問７質問項目7a～7iとの関連性の分
析を行った。
「学年」と「コース選択」の関連について、１年次
の学生に、7g「幼児教育科での講義・実習等で、介
護にも興味を持ち進学したいと思った」（χ２＝14.551, 
df=2, p＜.01）、7h「教員の勧めで進学したいと思った
から」（χ２＝19.444, df=2, p＜.01）に有意差がみられ
た。
これらの結果から、幼児教育科での講義がきっかけ
であるとのことが示された。各教員からの学生への専
攻科進学への声掛けの重要性を理解することができ、
教員の意識が学生にも伝わっていることが確認できた。
この結果は、本学の特色であり、ただ単に幼児教育
者を養成するという意識ばかりではなく、介護も学ぶ
ことができる。それは、将来にわたって、広く長い活
躍ができ、広い視野を持つことができることにもつな
がる。このような特色のある本学の専攻科について、
高校などにも説明しており、実際この現状が特色とし
て他の大学との違いを生み出していると考えている。
またこの結果から、講義を受講したことや、教員の
勧めなどからの進学に繋がりが見つけられたので、こ
れらに関しての働きかけも、さらに重要になってくる
と思われる。　
それには全教員が、介護についての知識や動向を知
るべきである。また、介護を担当する教員が保育につ
いて知ることも同様にいえることである。保育士、介
護人材とも不足である今、専門でないからわからない
では済まされない。教員も学び、学生の真の悩みに耳
を傾ける必要性があると考える。これらのことは、現
在は専攻科の定員減少について調査し、対策を試行錯
誤している途中ではあるが、これからの時代は少子高
齢化であるため、幼児教育科の入学者減少が起きた場
合の対策として、今後保育士養成に関しても有効であ
り、基本ではあるがもう一度見直していくべき課題で
あると考える。
次に、「学年」と「祖父母との同居の有無」との関
連性については、すべての項目を分析したが有意差は
みられなかった。
同様、「学年」と「専攻科での資格取得の周知」の
関連性については、１年次学生において、質問項目7a
「１年で介護福祉士国家試験受験資格が取れるから」
（χ２＝10.856, df=2, p＜.01）、7c「入学した当初から、
専攻科に入学すると決めていたから」（χ２＝8.040, 
df=1, p＜.01）、7f「将来、様々な資格を活かして働け
ると思ったから」（χ２＝14.551, df=2, p＜.01）、の質問
項目に有意差がみられた。この結果から、専攻科を入
学当初から目指している学生は、将来にわたって保育
士・介護福祉士どちらでも活かせるよう、入学当初よ
りビジョンをもっていることが確認できた。その結果
回答に答えたものは、本学に入学し、最短で保育士・
幼稚園教諭免許・介護福祉士資格を取得できることを
知っていたのは必然であるといえる。
「学年」と「希望進路」の関連性については、１
年次7a「１年で介護福祉士国家試験受験資格が取れ
るから」（χ２＝66.444, df=5, p＜.01）、２年次（χ２＝
69.781, df=6, p＜.01）。１年次7b「介護に興味があっ
たから」（χ２＝57.540, df=5, p＜.01）、２年次（χ２＝
66.444, df=5, p＜.01）、１年次7c「入学した当初から、
専攻科に入学すると決めていたから」（χ２＝57.540, 
df=5, p＜.01）、２年次（χ２＝32.737, df=6, p＜.01）、１
年次7d「子どもより高齢者に興味がある、又は、あっ
ていると思ったから」（χ２＝31.893, df=5, p＜.01）、２
年次（χ２＝39.775, df=6, p＜.01）。１年次7e「まだ、
就職したくないから」（χ２＝15,634, df=5, p＜.01）、２
年次は有意差はみられなかった。１年次7f「将来、
様々な資格を活かして働けると思ったから」（χ２＝ 
FIGURE８　進学を希望している理由（全体）
FIGURE９　進学を希望している理由（学年別）
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75.537, df=5, p＜.01）、 ２ 年 次（χ２ ＝55.257, df=6, p
＜.01）。２年次7g「幼児教育科での講義・実習で、介
護にも興味を持ち進学したいと思ったから」、１年次
は有意差はみられなかったが、２年次は有意差がみ
られた（χ２＝32.737, df=6, p＜.01）。１年次7h「教員
の勧めもあり進学したいと思っている」（χ２＝15.634, 
df=5, p＜.01）、２年次は有意差はみられなかった。こ
れらのことから、上記で記したように、進学を希望し
ている学生はほぼ全項目で有意差がみられ、特に学
校・講義での働きかけや、教員の勧めなどがきっかけ
となることが確認された。将来を見通して資格取得を
目指しており、ライフプランニングに関する助言・指
導も必要であると推測できる。これらのことから、専
攻科入学への働きかけ、広報の時期などの慎重な選択
も重要なものになってくることが理解できた。
６．「学年」と「進学を迷っている」に関する
　分析・考察
FIGURE10・11について、質問８「進学を迷ってい
る」について上記（0）～（5）まで、問８質問項目8a～
8gとの関連性の分析を行った。
「学年」と「性別」の関連性について有意差はみら
れなかった。
「学年」と「コース選択」の関連性について、8b
「希望する保育園、幼稚園の求人が出ていた」（χ２＝
17.259, df=2, p＜.01）、8c「実習中希望する施設から誘
いを受けた」（χ２＝18.856, df=2, p＜.01）、8d「自分は
専攻科を希望しているが、親が反対している」（χ２＝
17.146, df=2, p＜.01）、8f「金銭面の不安がある」（χ２
＝17.377, df=2, p＜.01）、といずれも２年次の結果だが、
ほとんどに有意差がみられた。この時期は、まだ、社
会福祉実習（本学では福祉コースの学生は、介護老人
保健施設、又は、特別養護老人ホームでの実習が２週
間８月から10月上旬にかけて行われている）は行って
いないが、学生の進学を迷っている理由が確認できた。
「その他」の理由として、TABLE１の意見が見受
けられた。
次に、「学年」と「祖父母との同居の有無」との関
連性については、１年次、２年次ともにすべての項目
を分析したが有意差はみられなかった。
「学年」と「専攻科での資格取得の周知」の関連性
については、２年次に8c「実習中希望する施設から誘
いを受けた」（χ２＝7.631, df=2, p＜.05）、8g「その他」
（χ２＝6.514, df=2, p＜.05）で有意差がみられた。例
として、自分の母園での実習で、採用枠があり実習自
体も充実したものなら、迷う気持ちは当然であると考
えられる。この学生の、細やかな心も動きと、あらゆ
る情報などで学生をバックアップしていく必要がある。
8gの「その他」の自由記載を抽出した。１年次に
関しては、まだ先の話しであり切迫感はないが、２年
次は具体的に悩んでいる内容が記述されている。
　「学年」と「希望進路」の関連性については、２年次
で、8a「保育や幼稚園の求人が多くあり早く決めたい」
１年次 ２年次
まだわからない。 まだ親と話し合っていない。
公務員試験を受けてから決
める。
将来役に立つのかわからな
いから。
資格は取りたいが、保育
士・幼稚園教諭になりた
い。
専攻科に興味はあるが、希
望する就職先に求人がある
のか。
資格欲しさにやっていいの
か悩んでいる。 様々な面でまだ悩んでいる。
出来ることは経 験したい
が、保育実習等まだやって
みないとわからない。
専攻科に進んでも、将来な
るのは保育士だから悩んで
いる。
福祉もいいと思ってきたか
ら。
保育士になるのが目標だが、
介護にも興味があるから。
TABLE１　問８　その他の理由
FIGURE10　進学を迷っている理由（全体）
FIGURE11　進学を迷っている理由（学年別）
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（χ２＝13.961, df=6, p＜.05）、8b「希望する保育園、幼
稚園の求人が出ていた」（χ２＝13.961, df=6, p＜.05）、に
有意差がみられた。1年次8d「自分は専攻科を希望して
いるが、親が反対している」（χ２＝14.275, df=5, p＜.05）、
と１年次に有意差がみられた。8f「金銭面の不安があ
る」に関して１年次（χ２＝29.120, df=5, p＜.01）、２年
次（χ２＝13.961, df=6, p＜.05）と学年と希望進路には
１年次、２年次にも関連があると結論としていえる。
　問９、問10、問11に関してはTABLE２、TABLE３、
TABLE４に示されるように自由記載内容を加える。
　問９の結果をTABLE２・FIGURE12に示す。FIGURE12
では、自由記述内容は１から18項目とした。FIGURE12
はTABLE２の１年次、２年次の結果をパーセンテージ
にし、FIGUREにしたものである。
　結果から、１年次に関しては知識、技術系の習得が
主かとも思われたが、項目５で示されたように、「コ
ミュニケーション能力の向上・高齢者とのかかわり
が増える」項目では、２年次の４倍強であった。２年
次に関しては、「ダブルライセンスの習得（視野が広
がる）」項目で高い結果が得られたが、短大時代の講
義・演習を通して視野が広まった結果とも考えられる。
　また、知識・技術だけではなく、14～18項目のよう
に、内面的な項目がみられたこと自体が学習の成果が
出ているとも考えられる。
自由記述 １年次 ２年次
1 技術の習得 　7 7
2 人格形成や新たな仲間とのふれあい等自分のスキルアップ 24 6
3 知識の習得とスキルアップ 23 11
4 ダブルライセンスの習得（視野が広がる） 21 24
5 コミュニケーション能力の向上・高齢者との関わりが増える。 19 3
6 資格を持つことにより生活が安定する。 　3 6
7 命の大切さを知ることが出来る。命に関われる。 　8 4
8 将来の職業選択の拡充 　7 9
9 職業の安定 10 7
10 困っている人を助けてあげることができる。 　4 4
11 保育と福祉は似ている。だからこそ生かせることが多い。 　4 7
12
専攻科に入るということは、仕事をしながら研修をする必要がない（実務者研修など）。喀痰
吸引を学んだうえで現場に出ることができる。
　1
13
福祉だけではなく、保育で学んだことを活かして仕事ができる。視野が広がりほかの介護福祉
士との差をつけることができる。
　2
14
保育士と介護福祉士という仕事は、人間の初めと終盤にかかわる対照的な仕事であると思う。だ
からこそ、さまざまな視点や考え方で物事をとらえられると思うし、全然違うように見えるが、
それぞれの知識がとても役立つと思う。
　3 1
15 人と関わる難しさを知っているので、勉強していない人に比べたら関わり方は深いと思う。 2
16 より人間性を高められると思う。「死」に直面する機会があり、優しくなれると思う。 1
17
生まれた時から死ぬまでの命について学べるから、命の重さを知り、他者への理解につながる
ことだと思う。
1
18 体力がいるが毎日笑顔でいられる。 1
136 94
TABLE２ 　問９　専攻科で学び介護福祉士になることのメリット
FIGURE12　問９　介護福祉士メリット
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　FIGURE13で示された結果から、「給料を高くす
る・仕事に見合った報酬」といった点は１年次２年次
とも高い数値を示している。特に、１年次に関しては、
「給料を高くする・仕事に見合った報酬」の回答が多
く、処遇改善等労働条件の内容までは深く理解してい
ないことがうかがえる。介護に関しても、どうしても
ネガティブな思考が読み取れる。しかし、２年次に多
くなってきているが、働きやすい環境・やりがいなど
の意見が多く聞かれるとともに、介護の問題を他人事
ではなく、どうしたらこの人材難を解消できるのかを
真剣に考えている意見もみられた。国の政策と現実を
対比し、給料を上げることだけではなく、具体的にど
うすれば介護という職を選択するか、記述しているの
が印象的であり、こうした疑問等を投げかけることが、
解決の糸口にもなりえると考えられる。
FIGURE14で示された結果から、FIGURE13の結果
と同じような意見もあった。給料・やりがい・労働条
件等のキーワードは、「閉鎖感がある」、「職員が怖そ
う」、「休日がないようだ」、「残業が多い」、「利用者か
ら暴力を受ける」などやはりネガティブなイメージが
自由記述 １年次 ２年次
1 給料を高くする・仕事に見合った報酬 41 22
2 介護職の処遇改善（給料・休暇・職場環境・相談場等） 　5 　6
3
介護を楽しいと思ってもらえることが必要・イメージアップ・アピールすべき、ネガティブイ
メージを崩す対策を考える、現実とイメージの差を広げすぎないように
25 27
4
介護の良さ、やりがいを伝える（高校等に出向く）授業を増やす、介護の良いイメージ知識を
得てもらう
27 15
5 高齢者との触れ合う機会を多くする（小・中・高・大学を通して） 10 13
6 老人介護施設でどのようなことを行っているか、見学する。様子を見たり、体験したりする 　7 15
7 学費援助の拡充 　1 　1
8 介護職に関する事件をなくす 　2
9 他人ごとではないと訴える・必要性を広める 　1
10 介護職を実際行っている人と実際に話す 　2 　2
11 お年寄りと小さい子のふれあいの場を設けて、将来お年寄りや介護職への偏見をなくす 　1 　3
12 福祉科に進む（専攻科） 　1
13 不安をなくす 　1 　1
14 介護の辛さが和らいでほしい・イメージをもっときれいにする 　2
15 介護職は大変だという印象で終わらせないで、介護職で働いている方の話を聞くのが良い 　1
16 何が自分にできるかを、体験者等から直接聞く 　1
17 資格が取りやすいようにする 　2　
18 メディアの活用、介護の良いところをとり上げてもらう 　1
19 保育園・幼稚園・老人施設を合体する 　1
128 109
TABLE３ 　 問10　介護職を目指す人が多くなるための対策
FIGURE13　問10　介護人材対策
FIGURE14　問11　介護福祉士になりたい条件
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離れない。また、「こころから誇れる仕事（社会的評
価が高い）」との意見があったが、これは重要なポイ
ントであると考える。社会的評価を高くしていくため
には、介護福祉士の質の向上、処遇など多くの課題を
乗り越えていく必要があると考える。その先には、業
務は大変な仕事ではあるが、なくてはならない、介護
福祉士にしかできない仕事であるといった自信と責任
という誇りを持つことにより、必然的に社会的評価も
高まるのではと考えられる。
その他の答えとして、「介護は国がきちんと考えて
くれるなら、少しは考え始めるかもしれない」これは、
学生には、介護の良さや、業務改善の動きなどが見え
ていないことの現れであると考えられる。また、専攻
科に入りたいが金銭面で難しいといった意見はここで
も聞かれた。修学資金等の制度の周知が必要である。
中には、自分は給料や条件ではなく、一生働ける仕事
だと思ったので介護福祉士になりたいと思った。との
回答もあった。こうした学生が増えてくれるよう、社
会の状況等の適切な情報提供や助言は大切であること
が推測できる。
Ⅴ．考察
仮説が支持されているのか、どこに関連性が見られ
たのかまとめ、検証する。
仮説１、祖父母と同居している学生は、高齢者との関
わりも多いため福祉コースを選択するものが
多く、専攻科進学を考えているのではないか。
仮説２、高齢者との関わりにより、介護に対する関心
度にも違いが出てくるのではないか。
仮説３、本学への入学時点で、専攻科を知っている学
生ほど専攻科に進学を希望しているのではな
いか。また、進路を「介護」を目指して働き
たくても、親に反対され金銭面で専攻科を断
念する学生がいるのではないか。
仮説１に関して、祖父母との同居に関して、「進学
を選ばなかった理由」、「進学を希望している理由」、
「進学を迷っている」学生は、いずれも祖父母との同
居に関して有意差がなく、関連性は認められなかった。
よって、仮設１は、支持されなかった。
仮説２に関して、仮説１で示されたように、高齢者
との同居という今回の調査結果では有意差はみられず、
関連性はみられなかった。よって仮説２は支持されな
かった。
仮説３「進学を選ばなかった理由」の問いでも、
「進学したいが金銭的な問題がある」に有意差はみら
れたが、「親など近親者に反対された」では関連性は
みられなかった。
しかし、「進学を迷っている」では、「専攻科を希望
しているが親が反対している」、「金銭面の不安があ
る」などで有意差がみられ、関連性があった。よって、
仮説３は支持された。
仮説については、上記の結果となったが質問項目一
つひとつ検証していった結果、保育士、幼稚園教諭免
許取得を目的として入学してきたが、福祉や介護につ
いての情報や学びがあることにより進学を迷い希望す
る学生も存在することが示された。情報の提供や、講
義等の学習の場、教員からの助言等により学生に心境
に変化をもたらすことが示された。介護に関心があっ
TABLE４ 　 問11　どのような条件だと介護福祉士になりたいか
自由記述 １年次 ２年次
1 仕事量にあった報酬がある・給料を上げる 50 36
2 やりがいがある・充実している・幸せを感じる・楽しい 　6 8
3 労働条件（職場環境・業務内容・労働時間等・休日）がしっかりしている 23 6
4 家族の協力・連携が取れている 　1
5 閉鎖感がない・介護のイメージが良くなったら（職員怖そう） 　2 3
6 夜勤がない 　3
7 職員と利用者との関わりが丁寧にできる・人間関係が良好・人材不足ではない・職員間の連携が取れている 14 10
8 一人にかかる負担・責任が大きすぎない 　2
9 こころから誇れる仕事（社会的評価が高い）であること 　1
10 身体的・精神的負担が少なくなること（危険手当等あるとよりいいと思う） 　5 2
11 学びが多い 1
12 人のために役立っていると思える 1
107 67
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ても、親の理解や、金銭面で断念する学生に対する対
策について、より具体的にかつ柔軟性を持った解決策
を考えていくべきであろう。
また、介護に関して具体的に学生が感じ、思ってい
ることも示され、こうしたいわゆるネガティブと言わ
れるイメージを払拭する教育を模索実践し、情報提供
を行っていく必要があると考えられる。
Ⅵ．まとめ
今回の調査から、本学、幼児教育科の学生は保育
士・幼稚園教諭資格取得のために入学してきた学生が
ほとんどである。が、本学のカリキュラムにおいて、
講義、演習、教員からの助言等により保育だけの視点
ではなく、福祉とはどういうことなのかについて、興
味を持ち、視野を広げようとする考えを持ち始める学
生もいることが確認された。
しかし立ちはだかるのは、家庭の経済状況による金
銭的な問題や、ネガティブイメージが蔓延しており、
「大変な割に報酬が少ない」「休日が取れない」など
の風潮の影響は大きい。また、親族の反対があるのも
事実である。本学に進学した理由の大前提に、幼児教
育者になることがあり、入学後の学生の介護への興味
や関心が生まれたとしても、前記した理由などにより
介護の道へと繋がってこないことも今回の調査で浮き
彫りになった。ネガティブなイメージはなかなか払拭
されるものではない。このことからイメージが一気に
独り歩きしたような形になり、人材不足にも拍車をか
けたとも推測できる。
また、賃金等に対する不満については、介護福祉士
の学ぶべきことの一つとして、施設経営や介護保険報
酬などの理解を深めていくことは、働き続けられる解
決の一つであるとも考える。不満や不安を抱えるだけ
でなく、なぜなのか、自分たちはどうしていくべきな
のか職員自ら考え行動していく力を身につけていくこ
とこそ、自信や誇りというものにつながっていくとも
言えよう。これは、卒後施設での教育の重要なポイン
トであるとも思われる。どういった知識を学ぶべきか、
考えていくべきかを教授していくことも教育機関であ
る介護福祉士養成校の役割の一つであると考える。そ
のため、施設等の現場と介護福祉士養成校の連携が大
切であり、情報交換等を行うことにより互いの課題を
抽出し解決していく姿勢こそが、離職者の減少、処遇
改善による現場職員の生の声がイメージアップ等にも
繋がってくるとも推測される。
介護福祉士の質が叫ばれ、１年過程から４年過程ま
での様々な介護福祉士養成校を卒業し、一部では認定
介護福祉士、専門介護福祉士などスキルをアップして
いく介護福祉士もいる。しかし、無資格で現場で働き、
実務者研修を受け、実務経験３年を経て国家試験を受
け合格に至った介護福祉士のなかにもスキルアップし
ていく者もいる。この資格取得ルートが違うことによ
り何が違ってくるのかもさらに分析を続け、介護福祉
士養成校にしかできない魅力的で関心のあるものを今
後考えていく必要性がある。
今回のアンケート調査で自由回答にあった意見は、
学生の正直な疑問であり、保育士を目指す学生へのア
ンケートといった、いわゆるあまり介護には関係のな
い現代の若い世代という第三者的な見方もできる。
よって、今回得た結果を、もとに誤解されている部
分、介護だけではない部分、介護の良い部分を知って
もらうにはどうすればいいか。国の政策の参入促進に
もあるが、具体的に現場でどう実施していくのか、早
急に解決し実施していかなければいけない課題が多く
あることも改めて確認した。今後は、介護福祉士養成
校として出来ることを揺るがないものとして確立させ、
まずは、人材確保のための柔軟かつ具体的対策の遂行、
そして質の高い介護福祉士の養成と、今後の介護・福
祉の充実のために研鑽し課題や疑問をさらに追求して
いく必要があると考える。
本稿において使用した言葉を以下のように定義し使
用した。２）
「介護」：身体的・精神的障害のために、日常生活に
支障がある場合に、日常生活行動の介助や身の回り
の世話をすることをいう。
「介護職」：介護サービスを担う人
「介護福祉士」：名称独占の介護の国家資格。社会福
祉士及び介護福祉士法によって創設され、より専門
的な介護の知識技術を持ったもの。
「福祉」：広くは福利・幸福を表す言葉。社会福祉と
同義に使われたりする。
「介護福祉士養成施設」：介護福祉士の業務遂行に
とって最小限要求される科目を備え、２年ないし１
年の専門教育を行う教育機関のこと。
引用文献
１）今後の介護福祉養成教育と養成施設の在り方につ
いて　－職業能力に基づく養成教育と高度な介護福
祉士資格の創設－　公益社団法人　日本介護福祉士
養成協会
２）五訂　介護福祉用語辞典　中央法規出版編集部
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SUMMARY
Mizuki  MATSUDA:
Attitude Survey to Nursing of the Student Who Learns Child Education
　　　Writing looked for what kind of understanding the student who learns child education had to nursing. A care 
worker changes from fiscal year 2017 so that the qualification merit may be made of all the members' receiving 
and passing a state examination. The necessity which are the technical knowledge to become a higher nursing care 
worker and an engine for technological acquisition has been surfaced at a care worker education route. He'd like to 
go to a care worker education school by a questionnaire survey, but a giving student was happened to see by parent 
opposition and economic condition, too. The future state of a care worker training school and the negative image for 
talented-people reservation were wiped away immediately, and it was thought that it had to strive for reservation of 
the care worker who is fundamentally concrete.
(Uyo Gakuen College) 
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